
お取引先のニーズや事業課題を共有し、課題を解決す
るため、経営改善計画策定のサポートや外部機関との連
携による経営支援を行っています。
「知恵と親切の提供」によるコンサルティング機能を強
化し、お取引先の発展をサポートすることで、「地域社会
との共存共栄」の実現に努めています。

当行では「企業格付」を、お取引先と当行をつなぐ合理
的なコミュニケーション・ツールとして位置づけていま
す。決算書に基づいた定量的な財務分析と、当行独自の
審査ノウハウによる定性評価に加え、多くの情報を総合
的に分析して合理的に格付を決定します。
「格付コミュニケーション・サービス」は、格付プロセス
を通じて把握したお取引先の「強み」、「弱み」を共有し、
問題解決や財務改善を図ることで、お取引先の永続的な
経営基盤の構築や企業価値向上を目指すものです。
具体的には、お取引先の経営ビジョンをお伺いしたうえ

で、当行が認識した課題や問題点を解決するための改善
策などを提案、サポートしています。

同サービスを平成19年8月の開始から平成24年3月
までの間、合計2,476先のお取引先に対しまして、のべ
6,223回実施しました。

格付コミュニケーション・サービス

「格付コミュニケーション・サービス」で認識したお取
引先の課題や問題点の改善策の一つとして、「経営改善
計画」の策定をサポートしています。また、策定した経営
改善計画の進捗状況は適宜フォローし、お取引先の経営
改善に向けた取り組みをサポートしています。

経営改善計画の策定をサポート

格付コミュニケーション・サービスの実施先累計

格付コミュニケーション・サービスの位置づけ
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格付コミュニケーション・サービスを実施したお取引先
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格付コミュニケーション・サービス
～格付をものさしにお取引先のニーズや事業の課題を共有化～

14 SHIGA BANK REPORT 2012

地域社会との共存共栄

お取引先の確かな成長のために～経営支援～ 法人のお客さまへ

事業課題やお聞きした将来ビジョンを
もとにサポートを行います。

経営改善支援ソリューション
(事業再生・再構築をサポート)

お取引先のニーズに合ったご提案・
サポートを行います。

事業支援ソリューション
(事業の発展・強化をサポート)



中小企業金融円滑化法の施行（平成21年12月4日）
以降、条件変更をお申込みいただき、経営改善計画をこ
れから策定されるお取引先には、業績やこれからの事業
計画を把握しやすい「ご相談シート」を活用しています。
同シートを基に将来的な事業展開についてご相談に応じ
るとともに、課題を共有し、お取引先の業績改善に向け
て取り組んでいます。

業績改善に取り組まれているお取引先には、審査部｢企業
経営支援室｣を中心に、一歩踏み込んだサポートを展開して
います。同室は中小企業診断士資格などを持つ行員で編成
し、経営支援ノウハウを積極的に活用するとともに、弁護士、
公認会計士、税理士、コンサルティング会社などの外部専門
家とも連携を強化してお取引先の経営を支援しています。

財務の再構築を含めた抜本的な経営改善が必要なお取
引先には、DDS（デット・デット・スワップ）などの金融支
援を伴う本格的な事業再生支援にも取り組んでいます。
金融支援を含む事業再生は、公正中立な第三者機関で
ある中小企業再生支援協議会等と連携を強化し、お取引
先の再生に全力をあげています。

「ご相談シート」でフォローアップ

お取引先の企業経営をバックアップ

これらの取り組みの結果、平成24年３月までにお取引
先142先の債務者区分が改善（ランクアップ）しました。
事業再生は、息の長い取り組みであり、成果がすぐに
表れる性質のものではありませんが、今後とも「知恵と親
切の提供」に注力します。

債務者区分が改善（ランクアップ）

当行では、営業店と審査部、営業統轄部の専門スタッ
フが、お取引先のご要望やライフサイクルに応じた「事業
支援」や「経営改善支援」に積極的に取り組んでいます。
具体的には、売上向上策や経費削減策、財務内容改善

策などの助言や、組織再編、事業譲渡、Ｍ＆Ａなど多面的
な再生スキームの構築などを行っております。
また、審査部内の「企業経営支援室」を増員するなど、
経営支援の体制を一層強化しています。

抜本的な事業再生支援の取り組み

中小企業再生支援協議会の活用

お取引先のバックアップ体制を強化お取引先の状況について専門スタッフが話し合う
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※中小企業再生支援協議会の活用とは、滋賀県中小企業再生支援協議会が受付
　した案件の中で経営改善計画の策定が正式に決定されたものをカウント
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